
第41回日本毒性病理学会総会および学術集会
日本毒性病理学会共催 ルナパスランチョンセミナー
日時：2025年1月30日(木) 12:20-13:10
会場：3階 大会議室
欧州CROにおけるミニブタ毒性病理学の最新知見

Scantox Introduction

演 者：Nanna Grand, DVM, 
Pathologist, Scantox, 
Honorary Secretary, British Society of Toxicological 
Pathology

事前申込みフォーム：
https://forms.gle/o8tVx4N9ca7U3pjp8

事前申込みいただいたお客様には、1月30日午前中にルナパスブースにて
チケットをお渡しいたします（引換証をご持参のうえブースまでお越しください）
参加特典あり（詳しくは弊社HPをご覧ください）：https://www.lunapath.info/news

株式会社ルナパス毒性病理研究所
静岡県浜松市中央区葵東三丁目5-1
EMAIL registration.service@lunapath-jp.com

演 者：Mikkel Lykke, DVM
Chief Scientific Officer (CSO), Scantox

Pathology in the Göttingen minipig used in preclinical safety studies

演 題 1

演 題 2

Göttingenミニブタは、毒性試験における有用性が規制上認められている試験系であり、
ミニブタを毒性試験で使用する場合、パソロジストは通常の解剖学および生理学的所見
だけでなく、この種で観察される自然発生的な病理学的所見についても十分に理解して
いる必要があります。自然発生的な病理所見には、Dippity pig syndromeや血小板減
少性紫斑病様症候群などの臨床症候群やその他の肉眼的、顕微鏡的所見があり、これら
の自然発生的な所見に関する知識がなければ、毒性試験の結果の解釈が非常に困難にな
る可能性があります。本プレゼンテーションでは、毒性試験におけるミニブタの臨床症
候群の例や、一般的に観察され得る肉眼的、顕微鏡的所見など、 Göttingenミニブタに
おける自然発生病理の概要について解説します。
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